
水産資源調査

I 調査目的

イワシ頒.マア

E 調査内容

1. 詞査期間…・・…唱和 45年 5月-46年1月

2. 調査場所……・・・鯵ケ沢，後潟

3. 調査員....・H ・-主任研究員斎藤 重男

技 師中国凱久

技師補鈴木史紀

臨時事務手清野さつ子

4. 調査項目

(1) 漁況詞査……・・イヮ ν頒，マアジ，マサパ，スノレメイカ

(2) 多項目嗣査

付) イワシ類…-一-体長，体重，性J31j，生殖腺重量，卵径，脊推骨数，胃内窃劾なよび種類，肥

満度

(ロ) マアジ ・H ・H ・..尾叉長，体重，性局11.生殖腺重量， sEi角度，胃内容物なよび種類

け マサパ ………尾叉長，体重，性5511.生娼線重量，肥満度，胃内容物必よび干豆類

(斗スノレメイカ…・外套長，体重，性別，生殖腺重量，成熟度，輸精管，輸卵背重量，精爽のう

重量，てん卵腺長，同重量.交接の有無，胃内容吻なよび種類

(3) パンチング調査

(4) マサパ標識放流

(5) スルメイカ標識放流

5. 調査方法・H ・H ・..東海区，東北区，日本海区水産研究庁寝綱による

国調査結果

鯵ケ沢では一本鈎十てよるスノレメイカを多項目調査では 35回(3，40 6尾)，後潟では小孟提言主調

に乗綱した，カタクテイワシ 31回( 1，7 8 2唱).マイワシ 4""J(150尾)，マアジ(1， 034

j芝).マサバ 28回(1，7 4 8尾).スノレメイカ 26回(1，6 3 8尾)，パンチング，多項目誠査を

実施した。

1. 漁況

県統計謀資科による昭和 45年 1月-12月全での 6魚f重の漁獲量まつぎのとなりである。

(1) マイワシ………漁獲量は 138トンで咋伺司期(1 3 5トン)とほ1まi司じである。

(2) カタクチイワぅ~…・ぃ漁獲討は 6.24 1トンで作年jtfJ則(6. 7 7 0トン)の92.2%である。

(3) ワノレメイワシ…・…漁獲ι土は 0.5トンで昨年|司胡(2 3トン)の2.2%である。

(4) マサパ………漁獲量は 22 3，7 9 8トンで咋年同期(147，662トン)の1.5倍である。

(5) マアジ……・・・漁獲量土 11 1トンで昨年同胡(8 8トン)の1.31音である。

(6) スノレメイカ…… ・漁獲量は 70，218トンで昨年l司期(1 0 0，1 9 9トン)の 70.1 %である。

2. 魚イ本詞査

(1) カタクチイワシ

イ 体長長且成....・H ・.6月から tfl和 46年 1凡までの出生活方Ij本長はつぎのとなDである。

雌……体長は7.0 ~ 1 5. 0 仰のlIfBlffi(rC分布し，モード士 11.0cmに認められるが， 1 1 cm以

上。大当群が主体をなしていたっ

雄……体長は 7.0-14.0仰の範囲に分宿しモ ドは 12.0 仰に認められ，雌同様 11 cm以



上の大w群が主体をなしていた。

ロ体重

上記朗問中の雌雄最IJ体重はっきずのとなりである。

雌……体重は 3.8 ~3 7 /1の範囲κ分布し，主モートは 13 /1"で，とれ(とついで 14， 1 2， 

1 6 /1の順である。

雄……体重は 4~ 3 67"の範圏K分布し，主モード(ま 177，とれ』てついで 7，187のJ顕

である。

ノ、 性対IJ....…..X2倹定によれば 8月 15日， 1 1月 4日， 1 2月 7日， 15白副査の分には5

%の危倹率で有;さ差が認められた。

ニ肥満度

6月~昭和47年 1月までの詞査期間中の雌雄)5IJdE満度はつぎのとなりである。

雌…… 7.0~1 3.5の範E自に分布し.モードは9.0に認められた。

雄…… 7.5~13.5 の範囲に分布し，モードは 9.0 (て認められた。

ホ生殖喋重量

上記期間中の雌雄けIJ生殖線重号はつぎのとb りである。

雄一...0.1 7刑i高から 4.1 7の範囲陀分布し 6月のモードは 4.0/1悩ま 0.1~O.5 7である。

土佐…・.0.1 7未満から 5.47の範圏陀分布し6月のモードは2.07他は 0.1~0.57 である。

へ 卵径一… 0.08~ 1. 27 臓の範ilfIK分布し 6 月の1. 02~ 1. 27 概，平均1. 1 1臓が最高で，

それ以降は O.0 8~O. 9 5湖である。

ト 脊椎骨数…… 44~4 6個の範囲ドζ分布し， 4 4個(5 8.8% )， 4 5個(3 8.4 %) ， 

4 6 i固(0.3 % )不明(2.5% )であるが，昨年ぱ 45岨が設も多かった。

チ 胃内容重量

殆んどは空胃で摂餌しでも 0.17未満であった。

(2) マイワシ

8月26日， 1 0月 28日の2回より小型定量網に乗網し左かった。

イ 体長….....8~1 0月にかけては7.2-12.6cmのまf闘に分布し，モードは 8.5，1 2.0 cm 

に認められた。

ロ 体重…… 4.O~ 1 3.97舗胞に分布し，平均体重は 6.6 3~ 1 2.0 87である。

ハ性別………8月 26日調査7)分については雌雄は不明. 1 0月 28日詞盃の分陀ついては有

意差は左かった。

ニ卵径一… …0.08~0.1 3T11111.の範圏に分布し未熟の群であった。

ホ 脊椎骨数…… ..49~5 31湿の範囲に介布し 50個が或も多かった。

へ 胃内容重量...・H ・..すべて 0.17未満であ9.消化して不明であった。

ト 肥満度……・・ 1O. 0 ~ 1 3.5の革回K分布し， 1 1. 0の債が最も高かった。

(3) マアジ

イ 尾叉長・ H ・H ・..8~ 1 1月までの詞査胡問中 6.0 ~ 1 :3仰の範囲に分布し，モードは 7.5，

9.5. 1 2. 0 cmの三峯が認められた。

ロ 体重……ーと記出査崩問中は 3~3 5.0 fの範囲に分布し，モードは 6， 8，11，16，

21.25?-の 6峯が認められたが， 1 1月が或大である。

性万IJ.. ・ H ・..禾熟な若年魚のため雌雄の fU~IJ は不明であった。

生殖腺重量…....いすべて痕跡すらとどめぬ未熟ο群であった。

ホ 胃内容...・H ・..殆んど空胃であったカ守兵餌していても 0.1?-未満であった。

へ 肥満度……… 8.5~ 14.5の範囲に分布し 12. 0が最も多く.月万i序均では 10月が最大の

f直を示していた。
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(4) ""7サパ

イ 尾叉長・・・・・… 8~ 1 2 月の白，~笠胡問中は 7. 0 ~ 24.0 cmの話回に分布し，主モードは 18 cm 

これについで 7.0，1 6.0 仰となっているがO年魚が主体を占めていた。

月対lj平均尾叉長では 11月。 18 cmが設高であったが本年D最大は 12月 15 

日の 24.0 cm死活字であった。

ロ 体重…・…・上記調査期間中は 5~1 60?"の範囲に分布し.主モードは 5~10;>であるが，

12月 15日の 57. 8~ 1 6 3.5 ;> (平均 95. 6 ?" )が最大であった。

ハ 性別...・ H ・'.12月 15日調査めものはi峰1尾.雄 19尾であったが，他のものは不明であっ

た。

ニ 生殖腺重量…...… 12月 15臼調査の分だけ 0.2-0.37で他拡不明であった。

ホ 胃内容重量がよび種類・ H ・H ・-・最高は8.67て空再も多かったが大半は消化して不明であった。

へ 肥満度…...…本年度は肥満度。正確を却するため内減を除去して州定した。誠査胡問中は

6. 5 ~ 1 3.0の範囲に分布し，モードは 9.5にi認められた。

月別平均では， 10月(9.8 7 )が設高， 8月(8.5 5 )が或低と;1っている。

(5) スルメイカ……・・(鯵ケ沢)

イ 外套長…...… 5- 11月までの詞査胡問中の雌雄別外套長はつぎのとなDである。

雄…… 11. 0 ~ 2 7.0 cmの範囲に分布し，モードは21 cm(rC認められた。

雌…..1 1. o~ 2 8.0 仰の範囲陀分布し，モート壮 21 cm(rC認められた。

i峰雄別D合計ではモード21 cmで 44年と同じ魚群が主体を占めていた。

ロ 体重…・・…上記謁査瑚問中，雌土佐別体重はっきやのとなりである。

峰…'.20-5957の範囲K分布し，主モードは 12 0 7， 1 9 0 ?"(rC認められ

た。

雄・ H ・V・20-4507の範囲K分布し，主モードは 1207，160?"(rC認められ

た。

ハ 性別………X2 検定の結果 5%の有意水準で 6月 8日， 2 9日， 7月 9日， 2 1日， 2 4日の

調査の分に有意差が認められた。

ニ 生殖腺重量・・H ・H ・-調査崩胡中峰では0.1?"以下から 15.7 7. 雄では 0.1?"以下から 12. 5 !1 

の範囲に分布し雌では 9月，雄では8月十て最大と左っているが，総平均では雌

0.97，雄3.1?"である。

ホ 成熟度……・・調査期間中，半熟，完熟状態、にあったものは雄 783尾K対し 94尾，雌91 7 

尾に対し 14尾の上じ率である。

4 5年の雌の成熟率は 7月，雄では 11月沙識も高かったが雌雄を含めると 45 

年(6.4 %) 4 4年(1 0.7 %) .ょ D低かった。

また夏イカ(4.0 %)は秋イカ(43.2 % )に比して少;1かった。

へ 輸精管，貯楕のう重量…・・・…調査胡問中は O.8 ~5. 87の阜包囲K分布し， 8月11日調査

( 5. 8 ?" )のものが或高で11月27日(0.8 7 )調査のものが最

低であった。

ト 輸卵管重量……・・調査期間中は1.2 -7. 5 ?"の範囲に分布し， 9月 6日(7.5 ?" )嗣査のもの

が最高で. 1 1月 27日(1.2?")のものが最低であった。

チ 精爽のう重量…・・・…調査期陪押はO.3~ 5. 87の車固に分布し， 8月 11日(5. 8 ?" )詞査の

ものが最高で， 1 1月2 7日(0.3 ?" )調査のものが或低であった。

リ てん卵腺長…・・・…調査副司中は 8.0~ 8 5. 57l1J/l(l)範囲に分布し. 60 7!i7llをζえたのは 7月中匂

~9月中匂までで，平均値では治んど 4 0脇以下であったが，耳立高は 7月 21 

日( 85. 5 _ ) ，最iまは 5月 28日(8. 0-)であった。
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ヌ てん卵腺重量・H・ H・..調査期習中は 0.6~9. 2?の範囲に分布し，最高は 9月 13日，最低は

1 0月 14日であった。

ノレ 交接・・・…… 45年は 44年より 1勾お寸<6月下句であったが， 1 0月が最も多かった

( 3 4.1 %) 

また 45伺ま雌 917)吾のうち 104尾lて交接されてなり，未熟の個体( 9 6尾.

89.5% )半熟 8宅(7. 7 % ) ，完熟(2.8% )で未熟の個体に最も交接カミ多かっ

た。

ア 胃円容重量会よび種類'"・H ・..45年域対士 11月27日の雌6.2?堆7.5?でカタクチイ

ワシを食していた。

月足iJ平均では各月ともに雌の値が大きい。

(6) スルメイカ(後潟)

イ 外套長…・… 45 年 5 月 ~46 年 1 月までの雌のタ1套長は 6. O~ 21. 0 仰の事固に分布し主

モードは 14cmとれについで 17.0. 7.0 仰の三峯を有する群であった。

雄も雌と全<i司型のモード三峯を有する群であった。

ロ 体重……・・詞査到問中雌の体重は9.0-1 8 0 ?台。範団に分布し.主モートーは 10，30，

40 ?，土佐では 7.0-200?台の範閣陀分布し主モードは 10?，とれについで

40.50?の三峯が認められた。

ハ 性比…..… X2 検定の結果 5%の有意ポ隼で 9月 14日調査のものだけに有意差が認められ

た。

ニ 生殖腺重量…ー…調査期間中，維は0.05-9. O?，堆は0.05-5.0 ?の範囲に分布して

凶たが大半のものは 1?以下で占められていた。

へ 成熟度・H ・H ・..8月25日調査の個体(雄)に半熟が認められたのみで他は未熟問国体であっ

た。

ト 輸精言，貯精のう重量……… 8月 2 5日調査。ものが1.6 ?で他はそれ以下の個体で未熟の

群であった。

チ 輸卵管重量………すべての個体iては熟卵が認められなかった。

リ 精爽のう重量…・…..8月 25日調査の個体に0.8?の楕爽が認められただけである。

ヌ てん卵喋長...・H ・..4 071mlをとえたのは 8月上匂'-9月中匂までで他{ま殆んど 207ll1ll 以下で，

平均値では 107M前後の未熟の群である。

ノレ てん卵腺重量……・・詞査親問中の最大lま8月 4日品査の 3.8?で他はすべて水色透明左もの

で'iliiJ定し左かった。

ア 交接…・・・…調査期間中交接個体は認められ左かった。

ワ 胃内容重量なよび種類… H ・H ・45年雌の最対英餌量は 9月 14日の 14.2?，雄では8月

3. マサバ標識放流

1 5日の 12. 8 ?で，カタクチイワシを食してし1た。月別では 8

月(雄)9月(雌)が高<，総平均では.雌1.2?，土佐1.4?で

あったが消化不明のものが多〈判明したものはカタクチイワシが

多かった内

昭和45年 11月 6-7日の両日にわたって日本海区水産研究所では魚群の分布移動と漁況との

関係、を明らかにする目的で，主主奥湾後潟地先(2，8 0 0 m)で 967尾を放流したが再捕唱数は 6

尾(0.6 2 %)で 1-4 6日経過して湾内鼻操崎沖から蟹田沖Vとかけて小型定置網によコて漁獲さ

れているが，湾内東部海域.湾外からの布市発見の届出は左かった。

経過日数からみて長期間湾内K滞していたものと思われる。

4 スノレメイカ標語幼女流

1. 日本海側
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5月 28日-7月24日にかけて権現崎， W-SW( 12-13浬)，艦伸崎， SW(3--

1 5浬)の地点で各 600尾を放流したが再捕は 1，5尾(1.25%)で津軽海峡，道南日本海側

で5-7 4日経過して期宿されている。

2. 太平洋側

7月23-2 4日Kかけて， N 4 l' 0 5' - 4 f 1 f， E 1 4 3・ 17'-143'2σ~ 7月22-

2 3自にかけてN40・52'-40・50' E 1 4 2" 1 8'-1 4 3" 2 0'の地点でそれぞ抗， 800-

5 0 0尾(計 1，300尾)を放流したが，再捕尾数は 13尾で(1.0%)あった。

ただし 7月 23-24日にかけて放流したものは岩手県三貫島沖から八戸沖，尻労沖，津軽海

峡，道南日本海，江良沖念どに 17-102日結晶後再捕(1 2尾)，されてな丸沖合よ b補

給されたものとして注目される。

また 7 月 22-23 自にかけて放流したものは，放流時期，放踊場所ともに.大き左差異は~

かったKも治ミかわらず，広尾沖に北上して 27日紐昼後1尾だけ吊甫され本県沿樹亡ないて再捕

されなかったととカ控目される。

H 調査の成果および今後の課題

1. 調査四成果

(1) 日本海(主として権現崎沖)に来遊したスルメイカの分布組成を把握した。

(紛 隆央湾Vて来遊したスルメイカ，マサパ，マイワシ，カタクチイワシ，マアジの分布組成を把握

した。

(3) 上記魚種の資源動態を把握した。

2. 今後の課題

(1) 問題点

陸奥湾 VC :l>~ける調査は却に問題は左いが，日本海スルメイカの初漁日陀制ナる魚体と漁獲量と

の関係をうらづけるためには毎年試胸白による同じ時期になける調査が必要である。

(2) 今後の謀題

昨今沿岸漁場のスルメイカの茄遊は少念(，沖合漁場への依存度が高まっているが多項目与j査

結果よ b沿岸群と沖合群の交流を究明し，漁況予報K役立てたい。
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